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●川口むさし野RC	 川口市立グリーンセンター内	　　水 12:30
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8/27 54 40 22 4 6 14 69.57％

9/1 55 41 36 4 3 12 78.18％

9/8 55 41 39 0 4 12 78.18％

第 2857 回例会
9月 22 日（月）点鐘 12：30
卓話「松下幸之助の成功の要因」
	 マネジメント協会合同会社
	 	 CEO　今給黎健一様

第 2858 回例会
9月 29 日（月）点鐘 12：30
卓話

第 8号

会 報　2025-2026 年度　令和 7年 9月 22 日発行

お客様ようこそいらっしゃいました。
原田義之様卓話よろしくお願いいたします。
飯島　隆	 八木橋　実	 市ヶ谷輝男	 長谷川春一	
金子耕治	 城戸重子	 金子篤徳	 榎本浩子	
植野正裕	 宮川宏昭	 斉藤弘子	 渡邊正文	
磯島栄一	 西袋彰一郎	 市ヶ谷久枝	 德永光昭	
星　宏和	 松本紘明	 池永和義	 土屋　汎	
内田　茂	 長谷川陽子	 石川　通

前回迄累計 ２２８件 ３１９，０００円

本日の合計 ３９件 ７５，０００円

合　　　計 ２６７件 ３９４，０００円

岡村一巳様（浦和東 RC）本日は戸田 RCへ13 名でMU
させていただきます。原田義之先生の卓話
と貴クラブの例会の雰囲気を楽しませてい
ただきたいと思います。よろしくお願いいた
します。

三藤俊也様（春日部南 RC）今日は我々地区国際でも重
点国として位置づけているタイの話を聞かせ
ていただきとても勉強になりました。原田先
生ありがとうございました。また、開催され
ました戸田 RCの皆様に感謝申し上げます。

藤掛靖元様（東京浅草中央 RC）東京浅草中央 RCの藤
掛と申します。赤塚様のご紹介で 12月に
卓話をさせていただきます。よろしくお願
いいたします。

秋保常雄様（戸田西 RC）チェンライのお勉強会楽しみ
にしてきました。よろしくお願いいたします。

島田昌明様（川口むさし野 RC）本日はよろしく。

浦野一郎	 お客様ようこそお越しくださいました。原
田先生、卓話楽しみにしております。

奥墨常治	 本日は戸田 RCオープン例会に多くのお客様
にお越しいただきありがとうございます。

	 それと 10 年間お世話になりました浦和東
RC の皆様にお会いできてとても嬉しいで
す。ありがとうございます。

長島裕之	 原田先生ようこそお越しくださいました。
卓話楽しみにしております。

本間雄一	 本日は原田様よろしくお願いします。
熊木雄太郎	 本日は多くのお客様、ようこそ戸田RCへ！
福永高士	 原田先生よろしくお願いいたします。MUの

皆様本日はオープン例会楽しんでください。
日坂敦夫	 原田先生戸田までお越しいただいてありがと

うございます。卓話を楽しみにしております。
	 2018 年の横浜の全国大会以降、先生の行

動力と熱意に感銘を受けております。ます
ますアカ族支援の輪がさらに広がることを
祈念しております。アカ族の子供達の「輝
く瞳」が合言葉ですね。

金子洋太郎	 第 3360 地区チェンライ RC パスト会長理
事長原田義之様「アカ族への支援活動につ
いて」卓話ありがとうございます。楽しみ
にしています。

	 先日4名の入会式、おめでとうございます！！
赤塚光朗	 浅草中央 RC藤掛様暑い中ありがとうござい

ます。12月の卓話楽しみにしております。
岡本忠美	 磯島さん明治大学マンドリンチャリティコ

ンサートでは大役ご苦労様でした。大盛況
おめでとうございます。

鈴木浩章	 先日は新入会員歓迎会を開いていただきあ
りがとうございました。本日もよろしくお
願いします。

　この19年間の活動の様子はNHK BS『国際報道』
やNHK 総合テレビ『おはよう日本』で全国に報じてい
ただきました。帰国後、その映像を使いRI 2690地区・
島根県 3グループ合同 IMで特別講演を行った際に
一部上場会社ホシザキの坂本会長より「私にもアカ
族子ども支援を」と申し出をいただき、1,100 万円
の寄付を受けました。早速子ども寮を増改築し今年
5月末に建物が完成、建物内の設備は浦野会長のご
支援もいただき9つの項目でサポートをいただくこ
とになりました。皆様に心より御礼申し上げます。
　皆さん、この話を聞いてどう感じられたでしょう
か。「なぜタイ政府やタイ国民は子どもたちを助けな
いのか」と疑問に思われる方もいるかもしれません。
しかし、私はそのことについて多くを語りません。
奉仕の蛇口を現地の貧困者に向け、少しでも苦しみ
を救うことに力を注いでいます。1滴でも 2滴でも
形にして貧困を助ける、これが私の使命です。
　私は82歳になりますが、今も「奉仕の現場」で汗
を流しています。奉仕を続ける中で学んだのは、「継
続は力なり」「奉仕三方よし」「現地目線での奉仕」「夢
を形にする奉仕」という4つの言葉です。アカ族の
子どもたちが麻薬や売春に追い込まれず、夢を持っ
て生きられるよう、私はこれからも活動を続けます。
　本日、このようにお話しできるのも、長年にわた
りご支援くださったロータリアンの皆様のおかげで
す。心から感謝申し上げます。どうぞ今後とも、子
どもたちの輝く瞳のために、共に歩んでいただけれ
ば幸いです。本日は長時間ご清聴ありがとうござい
ました。

出席報告

ニコニコボックス
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開会点鐘	 浦野一郎会長
ロータリーソング	 我等の生業
唱　　和	 戸田 RC クラブビジョン
行　　事	 お客様紹介、ご挨拶
会長挨拶	 浦野一郎会長
幹事報告	 奥墨常治幹事
委員会報告	 各委員会
卓　　話	 「タイ北部に居住する少数民族
		  アカ族への支援活動について」
	 RI 第 3360 地区チェンライ RC パスト会長
	 NPO 法人 JALET	 理事長　原田義之様
閉会点鐘	 浦野一郎会長

──────────────────────
お 客 様
	 RI 第 3360 地区　チェンライ RC パスト会長
	 NPO 法人 JALET　理事長	 原田義之様
	 第 2770 地区国際奉仕部門委員長	 三藤俊也様
	 東京浅草中央 RC	 藤掛靖元様
	 浦和東 RC、戸田西 RC、川口むさし野 RC の皆様
	 一般社団法人とだわらび青年会議所の皆様
	 2025-26 年度青少年交換留学生	 カシアーノさん

第 2856 回例会報告
例 会 日：2025 年 9月 8日（月）
会　　場：戸田市文化会館 4階　羽衣の間

会長　浦野一郎
　本日はお暑い中、多くのお客
様にお集まりいただき、誠にあ
りがとうございます。
　本日、募金箱を用意いたしま
した。ロータリーの皆様にはニ
コニコボックスにご協力いただ
いておりますが、それとは別に募金を頂戴し、原田
先生のご支援に充てたいと考えております。どうぞ
よろしくお願いいたします。
　さて、本日は「国際奉仕」に関する卓話というこ
とで、私が日頃考えております国際奉仕の意義につ
いてお話しさせていただきます。私が考えている意
義は 3つありまして、1つめは台湾のロータリアン
の先輩とお話した時のことです。「日本でも子どもが
食事を満足にとれないことがあるのだから、地域社
会奉仕に重点を置くべきではないか」という意見に
対してどう思いますかとお尋ねしたところ、「日本も
台湾も国として支援できる力はあるが、一方で国や
行政の支援が届かない人々も数多く存在する。それ
を支援できるのは我々ロータリアンではないか」と
話してくださいました。
　2つめは直接的な人道支援の重要性です。ロータ
リーで言えば「ポリオ根絶」が代表例です。もちろ
ん直接の支援は大切ですが、私たちがそれらに「関
心を持つこと」こそが第一歩だと思います。そして
その関心を一般の方々にも広げ、世界にはまだ解決
すべき問題があるのだと知っていただくことが大事
だと考えております。

幹事　奥墨常治
１．	国際大会について
	 来年 6月開催の国際大会への
ツアー参加を一旦締め切らせ
ていただきます。総勢 24 名
で参加という形になりました。
今後参加したいとお考えの方は私か本間副幹事
へお問い合わせください。

２．	次回例会について
	 22日（月）卓話「松下幸之助の成功の要因」
	 	 マネジメント協会合同会社
	 	 CEO　今給黎健一様

　3つめは、私たちはたまたま日本に生まれ、このよ
うな生活を送れているにすぎません。もし困難な地
域に生まれていたら、あるいは大震災のような出来
事に見舞われたら、我々自身が生きるのに大変な状
況に置かれるかもしれません。その時に、今困って
いる人を見捨てるような姿勢であれば、我々が助け
を必要とする時、誰も助けてくれないでしょう。だ
からこそ、助ける力を持つ者が手を差し伸べること
が大切なのだと考えております。
　国際奉仕事業は「資金に余裕がなければできない」
と縮小されがちでありますが、可能な限り関心を持
ち、継続して取り組んでいくことが重要だと思って
おります。
　本日は原田先生の卓話を大変楽しみにしておりま
す。どうぞ皆様、最後までよろしくお願いいたします。
以上です。

◆ご挨拶	 第 2770 地区ガバナー　熊木雄太郎様
　皆様こんにちは。本日は戸田RC
のオープン例会へ多くのお客様に
お集まりいただきまして、ありが
とうございます。本日は原田先生
をお招きいたしました。後程の卓
話楽しみにしております。
　本日はお時間の許す限り楽しんでくつろいでいた
だきたいと思います。それではよろしくお願いいた
します。ありがとうございました。

◆ご挨拶　2025-26 年度青少年交換留学生	 カシアーノさん
　皆さんこんにちは。この前のウェ
ルカムパーティーではありがとう
ございました。
　少し自己紹介をします。僕はカ
シアーノ、16歳でブラジルから来
ました。今は大宮国際中等教育学校1年生です。好
きな日本料理はたこ焼きです。好きな日本の文化は
神社と寺で、本当に好きです。よろしくお願いします。

　ただいま紹介いただきました、原田義之です。本
日のテーマは「輝く瞳に会いに行こう」です。「輝く瞳」
というのは貧困ながらも将来に夢を見て識字向上に
励むアカ族の子どもたちの瞳のことです。「会いにい
こう」とは、これまで18年間日本のロータリアンの
方が「それならばアカ族を助けよう」と言って訪れ
てくれた輝くロータリアンの瞳を意味しています。
　皆さんはチェンライという場所をご存知でしょう
か。タイの首都バンコクから北へ 650 km 上がった
地点に第 2の都市、チェンマイがあります。そして
私が活動しているチェンライはチェンマイからさら
に 230 km 北に上がるとあります。そしてチェンラ
イからミャンマー・ラオス・タイの国境の街がメイ
サイです。ここは皆さんご存知の通り、国際的な麻
薬の取引地帯、ゴールデントライアングルと呼ばれ

る地点です。私は19年前からこの地に入り、アカ族
の子どもたちへの識字支援を続けてきました。
　そのきっかけは 25年前、北タイの小学校へ図書
を寄贈した際に出会った、アカ族の青年アリアさん
の言葉です。「寮に入れない多くの子どもたちが識字
の機会を失い、重労働や麻薬運びに従事してしまう。
どうか支援してほしい」と涙ながらに訴えられまし
た。私は帰国後すぐに決意し、日本語教育の資格を
得ると同時にタイ語を学び、64歳で現地に入ってボ
ランティアで教師を始めました。以来、ダムロンラー
トソンクロ学校で19年間無給で教壇に立ち、週末に
は子どもたちに識字教育を続けています。
　アカ族は中国から移り住んできた少数民族で、タ
イでは約 4万 6千人が暮らしています。しかし差別
や貧困のため教育機会に乏しく、子どもたちはしば
しば労働や売春、麻薬取引に巻き込まれてきました。
アカ族だから不幸な訳ではありません。集落で平和
に暮らしていますが、アカ族の子どもはやがてタイ
社会で生きていかなければなりません。若者がタイ
語を身につけなければ、就職もなければ幸せもない
のです。そこで母国語タイ語を学び、識字を身につ
ける必要があるのです。そこで私は「夢の家」と呼
ばれる子ども寮を拠点に、70名ほどの子どもを預か
り学ばせています。
　教育の力は計り知れません。かつて私が支援した
少女は優秀ながら進学を断念せざるを得ませんでし
た。私は彼女を日本に留学させる機会を得て、その
後大学を優秀な成績で卒業し、再び留学まで果たし
ました。現在は自ら子ども寮でボランティアをし、
翻訳者を目指しています。また里親制度で支援した
少女は困難を乗り越えてアカ族初の女性裁判官とな
りました。子どもたちの可能性を信じて支援すれば、
必ず社会を変える力となるのです。
　私は「単なる施しではなく、持続可能な自立支援」
を大切にしています。夢の家には畑や鶏舎、豚小屋
を整備し、子どもたちが自ら作物を育て、収益を学
費に充てられる仕組みをつくりました。また日本の
ロータリーのご支援で、21の村に浄水設備を設置し
ました。これによりアカ族の女性たちは半日かけて
水を汲みに行く必要がなくなり、人権の解放にもつ
ながりました。
　しかし活動は容易ではありません。コロナ禍では
中国の国境封鎖により収入が絶たれ、子どもたちは
再び識字の機会を失いかけました。それでも全国の
ロータリーの皆様からご支援をいただき、物資を届
け、学びをつなぐことができました。

会長挨拶

幹事報告

行　　事

卓　　話

「タイ北部に居住する少数民族
アカ族への支援活動について」

RI 第 3360 地区チェンライ RC パスト会長
NPO 法人 JALET 理事長　原田義之様


